






























































































































































































無効量 有効量 中毒量 致死量
最小有効量 最小中毒量 最小致死量
















































ITG (3剤) STG (1.8剤)
N Engl J Med 2015; 373:2103-2116、日経メディカル（20151203）より改変
両群（約4,680人） 155人 210人 差は55人
一次評価項目も全死亡率も3/4
ITG (3剤) STG (1.8剤)



































































The SPRINT Research Group: A randomized trial of intensive versus standard blood-














































































学ぶという事  柳澤輝行教授の講座から 
NEW!2018-05-25 21:02:12 テーマ：ブログ 
東北福祉大の柳澤先生の公開講座から 
















































































この後の 90 分にわたる講座も 
柳澤先生の 
真摯な学問への向き合う姿が髣髴と 
浮かび上がるすばらしいものでした。 
 
part2 としてお伝えいたしますね。 
